日本混相流学会

２００３年度第４回理事会　議事録

日時：平成１６年３月６日（土）１３：００－１７：００

場所：東京海洋大学工学部１号館２階会議室

出席者：

役員：井小萩利明（会長），有冨正憲（副会長），村瀬道雄(副会長),賞雅寛而（企画部会長），冨山明男(国際部会長)，古内正美(理事)，大田治彦（理事），梅田眞三郎（理事）、吉田静男（理事）、 大川富雄(理事,リエゾン担当), 細川茂雄(理事,学生会担当), 杉山弘（監事）、阿部豊(総務部会長)

理事会構成員：稲葉英男（年会講演会・混相流シンポジウム実行委員長），社河内敏彦（日本学術会議水力学・水理学専門委員会委員），近藤健（事務局）
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議　　事

１．第３回理事会議事録の確認[配布資料2003-4-01]

　すでに配布済みの第3回理事会議事録について､事前のメイルでの検討を踏まえて理事会として了承した。

２．報告事項

2.1　役員名簿の確認[配布資料2003-4-02]

2.2　企画部会（賞雅）

・インターナショナルレクチャーシリーズは無事終了。

・リエゾン関係の詳細について大川担当理事より報告。

・研究会の決算報告書については領収証つきの提出を依頼する予定。

・稲葉委員長より年会講演会，混相流シンポジウムの論文投稿依頼が行われた。

・OMFは川原先生が熊本での開催を準備中。

・将来構想WGについては梅田理事が検討中。

2.3　情報部会（阿部：斉藤代理）[配布資料2003-4-03]

・編集委員会実施報告，インターネット運営委員会，ハンドブック準備状況について配布資料に基づいて報告が行われていた。ハンドブックの刊行は５月が目処で総会には間に合わせる予定。

2.4　国際交流部会（冨山）[配布資料2003-4-05]

・ICeM: 従来通り進行中。

・ICMF: 次回会議のボードメンバーを３名推薦予定（賞雅部会長より報告）。オープニングセレモニー・挨拶などを決定。若手支援については前回報告の通り。

・日欧二相流専門家会議：スペシャルイシューの査読終了。

・第3回TPFME（ピサ）：査読等の実施状況を報告。

2.5　総務部会（阿部）[配布資料2003-4-06]

・メール審議，名誉会員推薦内規について報告。

2.6　学生会（細川）[配布資料2003-4-08]

・優秀講演賞受賞者を学会誌(12月号に)掲載した。

・学生会MLについて。

・学生優秀講演賞評価方法について提案、了承。

・夏季セミナー（岡山理科大で8/7,8の開催予定）準備状況を報告。

2.7　リエゾン（大川）[配布資料2003-4-09]

· 企業からの問い合わせについての状況を報告。

· 研究会内規案について説明。

2.8　年会講演会（稲葉）[配布資料2003-4-10]

・発表申し込みについての依頼が行われた。

・シンポジウムの招待講演が紹介された。

・座長選定については次回理事会の議論を反映して行う予定。

・年会の協賛の紹介。

・協賛の場合には開催案内等を事務局より送付の上ウェッブ等への掲載依頼を行うこととなった。

・来年の年会講演会（工学院大）準備状況が報告された。開催時期はある程度固定した方がよいとの意見があり7月10日前後とする予定で小泉委員長と相談することとなった。

・年会とシンポジウムの並列実施に関する意見が出された。

2.9　学術会議報告（社河内）

・第19期第1回会議の報告がなされた。

・シンポジウムの年会との並列開催については混相流学会で考えればよい事であるが、混相流シンポジウムの幹事学会と独自の講演会を持つという二つの条件を満足する必要があるとの説明があった。

３．審議事項

3.1　リエゾン（大川）[配布資料2003-4-09]

・企業からの協力要請に関する報告としては学会誌への掲載を斉藤情報部会長と相談で進める。

・内規：研究会内規を変更することで大筋了承された。細部については関係する理事で検討することとなった。

3.2　名誉会員（有冨）[配布資料2003-4-06(2)]

・推薦2名(大橋秀雄先生､鮎川恭三先生)を承認。

3.3　学会賞応募状況（阿部）

・有冨副会長を中心に論文賞等は規定等に十分に注意した上で推薦選定作業を進めることとし、推薦期間を延長した上で，理事からの推薦も検討することとなった。

3.4　ロゴマーク（阿部）[配布資料2003-4-06(5)]

・会員からの公募について承認。

・ロゴマーク選定WGの設置、WGの委員長は編集委員長が兼任，幹事は文字先生とすることを承認。

・時間をかけるため募集期限は6/11から6末に変更を原案。詳細は斉藤情報部会長と相談して決める。

3.5　評議員・幹事選挙結果（近藤）[配布資料2003-4-12]
・選挙結果を確認の上承認。

3.6　拠点委員（大田）

・名称を「拠点委員」で承認。

・委員候補・選定方法については，企業の他に大学にも委員を設けることとした。大田理事と村瀬副会長とで進めることを了承。

・委員候補者のリストの修正点を確認。

・賛助会員の約半数は会員がいないことから、賛助会員への拠点委員の依頼を別途検討することとした。

・拠点委員への依頼状を確認。

・費用節約のため，依頼状のみ郵送，残りの情報に関してはメールとし、連絡のとり方については情報部会とも協議の上で決めることとした。

・拠点委員をきっかけに会員減につながらないかについて注意し、拠点委員の設置条件等についても検討を継続することとした。

3.7　会員名簿の更新（阿部）

・本来は3年ごとに更新。

・会誌6月号で名簿改定に関する情報提供依頼ならびに掲載情報について総務と事務局とで検討することとした。

3.8　事務局メールアドレスについて（冨山）

・jsmfが入る形（office@jsmf.or.jp）への変更を承認。

3.9　学生会メーリングリスト（細川）

・入退会手続きと利用方法について説明。

・MLの立ち上げを承認。

・ニュースレターをMLに置き換えることを承認。

・設置の連絡に関する文面が紹介された。

3.10　筆頭副会長選出メモについて（阿部）[配布資料2003-4-06]
・筆頭副会長の設置背景，会則、内規，申し合わせ事項等に境界条件等についての説明がなされた。

・村瀬副会長より変更案（申し合わせ事項のみを変更）の提案があった。

・昨年度は理事会申し合わせ事項で対応し、筆頭副会長については総会及び評議員会で説明を行った。

・次期総会で会則の変更を提案するか否かについて検討した。その結果、会則変更案はかなり厳しい条件であり、理事会の申し合わせ事項の変更で十分に対応可能であることから、今期理事会は申し合わせ事項の変更で対応することとし、次期以降の対応については、村瀬副会長の提案を基に検討していくことを大筋で承認した。

3.11　今後の学会のあるべき姿について討論

以下の発言があった。

・会員維持に努める。

・国際活動は盛んで望ましい姿といえる。

・情報発信に努める。

・理事会については若手を積極的に登用する。

・広い分野からの参加，特に理事会メンバーの分野分散が必要。

・学会のアイデンティティーをどのように捕らえるべきかが重要。徐々に分野を広げつつ共通分野を形成する必要がある。

・例えば他分野の研究者に定常的なポストを設けるなどして分野を広げる必要がある。

以上

作成者：　阿部豊　総務部会長
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